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授業科目名・形態 介護の基本Ⅴ     講義 必修・選択の別 選択 単位数 ２ 

科目担当者氏名 工藤 智美 実務経験の有無 有 開講期 ２年前期 

 

【授業の主題】 

 尊厳を守り自立を支援する基本理念をもとに、地域を基盤とした生活の継続性を支援するための仕組みを理解し、介

護福祉の専門性としての能力と態度を養う。 

 

 【到達目標】 

１）福祉職のみならず、関連領域である保健医療分野や行政機関等とのチームアプローチについて、その意義と実践方

法を学ぶ。 

２）多職種協働による介護を実践するために他の職種の専門性や役割と機能を理解する。 

３）介護従事者自身が心身共に健康に介護を実践するための健康管理や、労働環境の管理について理解する。 

 

【授業計画・内容】 

第 １ 回「多職種連携・協働」①・・・介護実践における連携の意義と目的 

第 ２ 回「多職種連携・協働」②・・・多職種連携・協働における社会的背景 

第 ３ 回「多職種連携・協働」③・・・求められる基本的な能力 

第 ４ 回「多職種連携・協働」④・・・多職種協働に求められるコミュニケーション能力 

第 ５ 回「多職種連携・協働」⑤・・・保健・医療・福祉職の役割と機能 

第 ６ 回「多職種連携・協働」⑥・・・保健・医療・福祉職の役割と機能 

第 ７ 回「多職種連携・協働」⑦・・・地域連携の意義と目的 

第 ８ 回「多職種連携・協働」⑧・・・在宅医療における多職種連携を考える 

第 ９ 回「多職種連携・協働」⑨・・・多職種連携・協働の実際 事例検討（グループワーク） 

第１０回「多職種連携・協働」⑩・・・グループワーク発表 

第１１回「介護従事者の安全」①・・・健康管理の意義と目的 法律、制度について 

第１２回「介護従事者の安全」②・・・こころの健康管理 

第１３回「介護従事者の安全」③・・・身体の健康管理 

第１４回「介護従事者の安全」④・・・職場の労働環境の整備 

第１５回 まとめ 

 

【授業実施方法】 

基本的には講義形式で行う。 

【授業準備】 

予習においては教科書の該当頁、関連書籍の該当頁を読み、理解できない箇所を明確にする。 

【主な関連する科目】 

「高齢者と健康」「コミュニケーション技術Ⅰ・Ⅱ」「人間の理解Ⅰ・Ⅱ」「介護の基本Ⅰ」 

【教科書等】 

「最新・介護福祉士養成講座４介護の基本Ⅱ 」第２版 中央法規出版 

【参考文献】 

公益社団法人日本介護福祉士会編「介護福祉士がすすめる多職種連携」中央法規 2018年 

【成績評価方法】 

小試験・前期定期試験等80％、課題提出10％、授業態度等10％により総合的に評価する。 

【実務経験及び実務を活かした授業内容】 

  特別養護老人ホームでの勤務経験を活かし、日々の生活を安全、安楽に過ごしていくために、異常・危険・感染へ

の対応や多職種との連携をとることの重要性を示していきたい。 

【学生へのメッセージ】 

連携・チームワークは、それぞれの分野の持つ専門的な役割と機能に、お互いに関心を持ち、 

敬意を持つことが基本となります。積極的に授業に参加し、知識の獲得に努力しましょう。 


